
　毎月20日以降の水曜日（一部例外有り）に出張相談会を開催します。
　食品関連企業の現場担当者だけでなく、経営層、食品開発研究所をまだ利用したことがない企業の方が
気軽に相談できる環境を整えています。
　食品開発の共通の課題である賞味期限の設定や延長、包装形態、栄養成分、食品表示、新商品開発や衛
生管理、製造工程の改善など、様々なお困りごとの相談を気軽にしていただけます。
　また、本事業を通じて、フードロス素材の活用につながる新技術やセンターで開発し
たフードテック活用情報を企業に積極的に紹介します。
　令和８年度は、４月の食品開発研究所での開催を食研オープンサロンWEEKとして開
催し、水曜日ではタイミングが合わないという方にも対応し、相談だけでなく施設見学
等を行いました。
　今年度はさらに、出張会場での開催日を増やし、日吉津村でも開催します。ぜひ、お気
軽にご参加ください。

食品産業支援に関する取組 センター保有「特許・特許出願」技術の紹介

複雑形状容器部品用金型並びに　　　
複雑形状容器部品及びその製造方法

オカラ含有液状食品素材及び
それを用いた食品並びにそれらの製造方法

天然由来のナノファイバーと合成樹脂の
複合体の製造方法

食研オープンサロン

　食品の品質管理や製品の品質向上に必要な知
識や技術、品質評価手法等を学び、付加価値の高
い新商品の開発や品質管理業務等において活躍
できる企業人材の育成を支援します。
　令和８年度は、マーケットイン型の商品開発手
法を身につける「商品開発手法研修会」を、また、
食品分野へのIoT技術の活用事例等を紹介する
「食品企業IoT活用セミナー」を実施します。さら
に、食品分野の経験の浅い方を対象に、食品製造、
衛生管理等の基本となる微生物制御技術、官能評
価手法および乾燥・粉末化技術を学ぶ「食品開発
（基礎）セミナー」も開催しますので、ぜひご参加く
ださい。

食品産業活躍人材育成事業 次世代とっとりの酒造り人材育成事業
　「GI鳥取」とは、鳥取で作られた清酒の産地と
品質の証として認められる制度です。
令和７年10月に登録を受け、一層、県産清酒に品
質安定と信頼向上が求められ、酒造会社が一体
となって取り組む必要が
あります。
　そこで、酒造会社の枠を超
え、技能研鑽及び意見交換等
を行い、共に成長するための
基盤構築を目指します。

自動車に搭載される距離センサー用のケースのように、厚い部
分と薄い部分がある複雑な形状の容器部品（左図）を、インパ
クト成形というプレス加工方法で、高精度かつ滑らかに作るこ
とができます。

　セルロースやキチンナノファイバーは天然由来であり、石油由来のプラスチッ
クに混ぜることで、プラスチックの使用量を削減できるため注目されています。
しかし、プラスチックと相性が悪く、均一に混ぜるためには様々な処理が必要で
あり、課題となっています。
　本技術は、アルコールと不織布を用いることで天然由来ナノファイバーとプラ
スチックをこれまでの技術に比べ簡便に混ぜることができる方法です。作製し
た材料は、一般的な成形方法である射出成形が可能です。

ぼろぼろ・ぼそぼそとしたオカラの物性を化学的
に変化させることで、炭水化物等の代替を可能と
しました。食品の低糖質化、繊維やたんぱくの増
強に役立ちます。

▲申込フォーム

食研オープンサロンの主な内容
個別相談、情報交換、意見交換
・技術的課題・商品開発
・人材育成・技術研修
・販路開拓・拡大
・受託先・委託先　など

関連機関とも連携した情報発信
・鳥取県信用保証協会
・鳥取県商工会産業支援センター
・鳥取県産業未来創造課　など

食品開発研究所の紹介・情報発信
・センター開発技術や機器の紹介
・技術支援事例の紹介　など

商品開発手法研修会
　日　時　令和８年９月１日（火）
　　　　　10︓00～16︓30
　会　場　エースパック未来中心　セミナールーム１

食品企業IoT活用セミナー
　日　時　令和８年９月８日（火）
　　　　　13︓30～16︓00
　会　場　エースパック未来中心　セミナールーム１

食品開発（基礎）セミナー
　日　時　令和８年11月５日（木）
　　　　　10︓00～16︓30
　会　場　伯耆しあわせの郷　１F大研修室

次世代とっとり酒造ゼミ
　きき酒・グループワークによる清酒官能評価訓練
と蔵見学により技術交流を図る参加型研修を開催。

日　時　令和８年７月31日（金）10︓00～16︓00
会　場　浦安地区公民館（東伯郡琴浦町浦安123-1）
対象者　鳥取県内酒類製造会社の従業員

昨年の研修の様子

お問い合わせ︓食品開発研究所　tiit-shokuhin@tiit.or.jp

お問い合わせ
企画・連携推進部　tiitkikaku@tiit.or.jp

地理的表示（GI）鳥取に
認可された製品のロゴマーク

当センターの研究員が発明し、特許権等を取得したものをご紹介いたします。
新製品の開発等にぜひご活用ください。

図︓複雑形状容器部品の例 ※本特許権は（株）田中製作所、（国研）産業技術総合研究所、当センターの共有です。

※本特許は、（国研）産業技術総合研究所との共同出願です。

セルロースやキチン
だけでなく、その他の
材料でもプラスチッ
クと複合化を挑戦し
てみたい方はぜひご
相談ください。

【試作例】

スープ ジェラート キューブ様スイーツ
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センター保有「特許・特許出願」技術の紹介

特許番号／第 6713613 号（令和 2 年 6 月 8 日登録）

こんなことができます

こんなことができます

こんなことができます

特許番号／第 7847363 号（令和 8 年 4 月 9 日登録）

特願番号／特願 2023-215321（令和 5 年 12 月 20 日）

その他のセンター保有特許は
ホームページからもご覧いただけます

オカラの結着や物性改変に
より食品形成を可能とする
方法

概要

セルロースやキチン等の天然由
来のナノファイバーと樹脂の複合
材料を作製する方法

特許概要

特許概要
プレス加工で複雑な形の
容器部品を高精度に作る技術

特願 2024-030724（令和 6 年  2 月 29 日）


